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要旨（Abstract） 
本研究の目的は，海辺の臨海学校での大規模長距離遠泳の教育的効果を検証し，教師養成段階プログラムを作成す
る必要性について検討することにある．その方法としては，1968年発表の『体育学研究』で報告された臨海学校での
遠泳指導と，本研究での遠泳指導の在り方及び教育方法について，歴史社会的・教育方法学的に比較することで，可
能となるのではないかと考えた．これまでの臨海学校に関する研究についても一定程度を網羅しながら，整理し直し
てみることも，本論の重要な課題である． 
 また本実践研究は，2019 年の 7 月に実施された錦江湾横断遠泳に関する記録及びそのレポートも併せ持っている．
長距離に及ぶ大遠泳の隊列は2列縦隊で構成され，その周りに，1号船から12号船まで，水上バイク2台（かごしま
isoライフセービング），連絡船①②③，来賓船，報道船，写真・記録船，荷物船，予備船，救助艇，および本部船が
取り囲む形で，児童をはじめとする遠泳団の隊列を形成することが可能となっている． 
 その結果，参加したすべての児童が完泳でき，記念遠泳大会は最高の結果が得られた．このような大規模な長距離
遠泳が 65 回にもわたって続けられているという事実は，日本の特別活動や臨海学校の歴史において非常に稀有な教
育実践であると考えられる．何より地域の賛助や協力もあって，児童には鹿児島の「ふるさと意識（愛）」を目的とし
て，かつ安全面に十分配慮しながら実施されており，Ｓ小学校の水泳部の今後ますますの発展及び繁栄が期待できる．
また，「望ましい集団活動」という教育的な意味においては，半世紀以上も前の実践と比較しても遜色ないほどの目的
及び成果が認められており，小学校において「臨海学校」という学校行事は，ほかの何物にも代えがたい大きな教育
的効果が得られることが多分に推察される．したがって，それらを安全に指導できる教員養成プログラムの必要性が
改めて示唆されたといえる． 
おわりに，歴史社会学的研究としての総合的考察は，学歴主義の風化,ポストモダン論の変質,大胆な教育改革など
の社会の変化などに反するように,教育方法学研究の現代的意義を改めて問うかのように，より有益なものにしてい
る．教育の歴史社会学は，現代社会の変化をふまえてもなお，臨海学校の教育的価値や意義を見出すような新たな問
題の立て方を必要としていると考えられる． 
キーワード：臨海学校，遠泳（大遠泳），錦江湾，小学校，比較歴史社会学 
Key words：Seaside school, Long-distance swimming (Large-distance swimming), Kinkou Bay, Elementary school，Historical 
sociology of education 
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Ⅰ．はじめに 
これまでに筆者は，様々な学校種での臨海学校の研究をしてきており，かれこれ20数余年になる．この度，2018年
度の第７回日本海洋人間学会（於：東京海洋大学）のシンポジウムⅡ「日本における遠泳の歴史と意義」の折に，鹿
児島県のＳ小学校の PTA 会長の上村先生と水泳同好会第 64 回会長の田平先生とのご縁で，この度の記念遠泳大会へ
の参加の機会を賜るという栄誉を得た．鹿児島まで招聘の上，来賓船を出していただくととなり，ぜひ視察にいらっ
しゃらないかと誘っていただいたのがそのきっかけである．そこで大変なお迎え及びおもてなしを受けた． 
第65回の記念大会の大遠泳実施日は，潮目を考慮した2019年7月23日（火曜日）であった．予備日の設定は，8
月7日（水曜日）である．7月 19 日には実行委員会の総会が，Ｓ小学校の体育館で開催された．大会実行委員長は，
Ｓ小学校校長の豊永藤浩先生である．鹿児島県の錦江湾の横断遠泳は，現在でも，このＳ小学校を含む2校が実施し
ており，地域の賛助，地元のTV局，新聞紙面などにも紹介される大規模な学校行事，特別活動であるといえる．その
歴史は，太平洋戦争により一度は途絶えてはいるものの，日本を代表する最も大規模な遠泳行事の１つであるといえ
る． 
さて，臨海行事や遠泳に関する全国的に見ても極めて珍しい先行研究がある１）．全国の小・中・高等学校及び大学
での臨海行事・遠泳の実態を明らかにするためアンケート調査を行ったものである．その結果，臨海行事・遠泳の実
施率は，2007年と比較して減少傾向にあることが明らかとなっている．臨海行事，遠泳をとりやめた背景には，安全
な実施に必要な「人，予算，時間，施設」が十分に準備できないことが要因として挙げられている１）．筆者の研究で
も，同様の結果が出てきている２）．特に，三陸海岸を中心に実施をとりやめた県が多く，そこでは2011（平成23）年
3月11日の東日本大震災の影響が考えられる．継続している中学校では「心身の鍛錬」，「集団生活」を実施目的とし
ており，以前と同様の傾向での開催であった．小学校，高等学校，大学では「安全理解」・「自然理解」への目的意識
が，以前より高く回答されており，目的の達成が十分に図られるためには「安全性の原則」と「効果の原則」が必要
であり，以上のことから，そろって学校行事への目的の多様化がみられたというのである１）．  
Ⅱ．研究の目的と方法 
 本研究の目的は，臨海学校の遠泳の教育的効果および教員養成段階のプログラム作成の必要性を探索することであ
る．以下，Ⅲ～Ⅳの部分の記述内容が，本事例の調査研究にあたる資料である．本資料は，Ｓ小学校水泳同好会編「令
和元年度第65回Ｓ小学校錦江湾横断遠泳実行委員会総会資料」を元に，引用することとした． 
また，本研究の究極の価値と成果は，大遠泳を何よりも安全に実施・完遂することにある． 
筆者はこれまでに，臨海学校というものが児童の「生きる力」の育成に資する教育実践であることを報告してきて
おり３）４），このような大遠泳が長年積み重ねられてきていることから，この分野でのさらなる発展が期待されており，
本研究を着想するに至ったものである． 
ここで先行研究をレビューする．まずCinii で「遠泳」という検索ワードを用いると，2020 年 3月現在において，
80件以上の文献のヒットがある．キーワードを「臨海行事」とすると，ヒットがわずかに1件となり，「臨海学校」と
すると67件がヒットする．同様に，Google Scholarで「遠泳」は489件，「臨海学校」は4720件で，「臨海行事」は
1290件がヒットする．これらすべてが関連する先行研究とは判断することはできないが，臨海学校における水泳，遠
泳指導については，1968年の時点で，『体育学研究』に実践的研究が報告されている５）．そこで，半世紀以上も前の教
育的価値と本事例の異同について，改めて比較及び検討することとしたい． 
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なお，これよりもう少し古い研究としては，米谷(1945)の「小学校の臨海学校」や，石田(1954)の「臨海学校の計
画と運営」，佐野(1958)の「林間・臨海学校における教育」，梅田(1949)の「臨海学校の計画と実施」，江尻(1950)の「休
暇中の活動と臨海学校の管理」，菅野(1960)の「夏休みにおける臨海学校の実際」，左近允の(1959)「中学校臨海生活
に対する一考察」，石川(1959)「臨海学校の指導」なども散見され，歴史社会学的にみても「臨海学校」というのは，
子どもたちにとって有益な学校行事として，脈々と実施されてきたものと考えられる６）７）８）９）10）11）12）13）．
Ⅲ．本事例の遠泳の対象 
 2019年に行われた記念大会は，6年生22名，5年生20名，4年生26名，伴泳者25名，OB/OGの36名で結成され
た．隊列は2列縦隊で，その周りを先導船，1号船～12号船，水上バイク2台（かごしまisoライフセービング），連
絡船①②③，来賓船，報道船，写真船，荷物船，予備船，救護船，本部船という物々しい１団編成が可能となったも
のである． 
 なお，Ｓ小学校には，本論で報告を行うことについて，かつ全国に本実践を披露することについて事前に承諾を得
ており，倫理的配慮についても個人が特定されるような大きな写真は使用していない． 
Ⅳ．本事例の実施内容 
１）実施に関する申し合わせ 
１．目 的 
Ｓ小学校錦江湾横断遠泳は，本校の伝統の行事として，学校・水泳同好会・PTA・同窓会・地域などが一体と
なり，児童の心身の鍛錬と遠泳完泳の感動のうちに，強烈な「ふるさと意識」を育むことを目的とする． 
２．組 織 
Ｓ小学校錦江湾横断遠泳を実施するために，別表の通り，実行委員会を組織する．実行委員会は遠泳練習開始
直後の適当な時期に，学校長と水泳同好会会長の協議により発足し，遠泳実施後に解散する． 
３．役 員 
実行委員会の円滑な運営を図るために，役員は次の通りとする． 
a)実行委員長は，実行委員会で協議の上，選任する． 
b)実行副委員長は，学校から教頭，同好会役員から1名とし，実行委員長を補佐して運営の実施の指揮をとる． 
但し，記念遠泳においては，後援会役員から1名を選出する． 
c)運営委員は，学校からコーチ・総務・体育部，同好会から役員・コーチ，および運営委員とし，運営の実施を 
行う． 
d)監事は2名とし，会計監査などを行う． 
４．顧 問 
同窓会会長・PTA会長・学校医等医師団・校区まちづくり協議会会長・校区町内会長連絡協議会会長・Ｓ校区
社会福祉協議会会長・校区あいご会連合会会長・スポーツ少年団指導者連絡協議会会長・同好会後援会長は，顧
問として助言を行うことができる．但し，記念遠泳においては，同好会後援会長は顧問としての役割を担わない． 
５．会 議 
実行委員会に次の会議を設け，必要事項を協議決定する． 
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a総会，b運営委員会，cコーチ会議，d遠泳参加者選考委員会 
６．責任と保障 
万一の事故などに際しての一切の責任は遠泳参加者の保護者に帰するものとする．又，コーチの責任は本人
に帰するものとする．但し，実行委員会は傷害賠償責任保険に加入する． 
７．経 費 
 運営上必要な経費の主たる負担は，遠泳参加者の保護者が負うものとする． 
８． その他 
a)実行委員会最終選考会にて泳者選考にパスし，やむを得ない事情（急病，事故など）で当日泳げなかったものに
は，努力賞を授与するものとする．尚，参加費を納めて泳げなかったものについては，参加費の30％（100円
未満切り捨て）を還付する． 
b)ミニ遠泳は，水泳同好会が主催する． 
c)横断遠泳を目的とした水泳練習，泳力検定の実施は，実行委員長が水泳同好会へ委嘱する． 
９． 附 則 
a)以上は，Ｓ小学校錦江湾横断遠泳事業運営関係者の共通了解事項として申し合わせるものとする． 
b)この申し合わせ事項は，令和元年5月12日に改正し，同日から発効する． 
２）錦江湾横断遠泳参加資格者選考について 
 Ｓ小学校に在籍する，４年生・５年生・６年生及びＳ小学校水泳同好会コーチで，次のすべての課程にパスした者
を，錦江湾横断遠泳参加資格者とする． 
１．泳 力 
 3,000ｍタイム検定及び海検定に合格し，コーチ会議にて泳力面で合格とする者． 
２．健 康 
 校医等の健康診断で「錦江湾横断遠泳参加に，健康面で問題がない．」と医師が判断する者．校医等の健康診断で判
断困難な者は，専門医（かかりつけ医でもよい）の「錦江湾横断遠泳に，健康面で問題ない．」という診断書を提示す
ればよい． 
３．選考委員会 
 実行委員会で組織するＳ小学校錦江湾横断遠泳参加者選考委員会が，総合判断で合格とする者．選考委員会は，学
校側から校長，教頭，コーチ，総務，体育部，水泳同好会から三役・コーチ数名とからなり，泳力，健康状態やその
他の諸条件を考慮し，総合的に判断する者とする． 
４．遠泳当日 
Ｓ小学校錦江湾横断遠泳参加資格者になっても，遠泳当日の健康状態などが悪いときは，遠泳に参加させない． 
３）遠泳監視船・監視者確認事項 
１．各監視船は，本部船，連絡船の指示に従うこと．指揮系統は，本部船→連絡船→各監視船とし，勝手に行動しな
いこと．指示を必要とする場合は，赤旗を掲げ，笛，メガホンを用いて連絡船を呼ぶこと．本部船・連絡船は，隊
列及び泳者，その他に関する必要な指示をする． 
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２．各監視船には，監視世話係を置き，各監視者は，世話係の指示に従うこと．Ｓ小学校の先生が乗船している場合
は，監視世話係として，先生を除いた監視者の中から一人を決める． 
３．緊急を要する場合は，必ずしも指揮系統に拘束されることなく，各船の世話係及び監視者の判断でする場合もあ
る． 
４．隊列から離脱した者（５～６ｍ遅れて，それ以上，遅れようとした者）は，中央に出し，そのまま後方にやり最
後尾を泳いでいる指導者と一緒に泳がせ，それからまた遅れようとしたときには，指導者並びに連絡船の監視者の
判断で最後尾の救護船に引き上げる． 
５．泳者が遅れそうになった場合は，タイミングよく激励すれば，立ち直ることが多いので特に留意する．遅れた者
の監視は，全監視者が行う．特に，各船の監視世話係が中心となり自分の船の横を泳いでいる場合よく注意し，後
ろの船に引き継ぐこと（各船の連絡は，笛・メガホンを使うこと）． 
６．泳者を監視船に引き上げる場合には，監視世話係の判断による緊急な判断，あるいは途中で遅れた者を中央に出
す場合も同様とする．その場合には，必ず連絡船に連絡すること． 
７．各監視船は，７～８名の組の泳者を全員で監視する．監視船は，泳者の列よりも約５ｍ離れ，船と船との間は約
５ｍとし，隊列を包むようにして進む． 
８．監視船には，のぼり，号船旗，手旗，さお竹，救命浮環（ロープ付き），毛布，笛，メガホンなどを設置すること． 
９．監視船からの写真・ビデオ撮影については，子どもたちの監視に重点を置くため多数の方が，同時に撮影しない
こと，また短時間で終了すること．なお，本部船，連絡船より，中止の指示が出た場合には，直ちに中止すること． 
10．監視時の携帯電話の使用は，原則として禁止する．緊急の場合でも，個人的に携帯電話で病院等へは連絡しない
こと． 
４）監視ならびに救助者の心得 
１． 救助対象者 
a泳者が，片手を水上にあげて救助を求めたとき． 
b泳力が鈍り，浮き沈みを重ねるとき． 
c顔色が青白くなったり，目が充血したりしたとき． 
d隊列を著しく乱した時には，隊の中央を泳がせて，その後の状況判断で引き上げるほうが良いと判断されるとき． 
e「助けて」の顔をしたとき，「助けて」の声を上げたとき（隣の子どもの合図にも留意する）． 
２． 各船の任務 
a先導船の任務 
1)本部船より先に走行し，潮流，水温などを調査し，その結果から本部船を先導する． 
2)本部船の進行について，常に注目し，本部船に連絡する． 
b本部船の任務 
1)先導船が示すコースを正しく取り，先頭泳者に指示を伝える． 
2)15分おきに，監視船からの連絡を確実に把握する． 
3)監視船から赤旗が振られたら，連絡船①に無線で連絡し，該当の管視船に急行させる．そして，以上の内容を連 
絡船①から聞き，校医の診断を必要とするときは，救護船を急行させる． 
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4)病院の診断を必要とする場合は，磯の本部と無線で連絡を取り，救急病院との連絡を取るように指示する． 
5)病院の診断を必要とするときは，連絡船①で磯海岸へ急行させる． 
6)疲労のため，一時的に監視船・救護船に引き上げられた泳者については，疲労回復の程度を連絡船①に確かめさ 
せ，その結果によっては再度泳がせるかどうかの判断をし，泳がせるときには，再び連絡船①から監視船・救護 
船に連絡させ，泳ぐことの指示を与える． 
7)連絡船②から泳者の妨げとなる通行船舶等について通報を受けたときは，連絡船②に対し，通行船舶へ急行し， 
拡声器で横断遠泳の趣旨を話し，理解を得るよう指示する．又安全に十分配慮しながら，隊列の泳路から遠ざけ 
るよう通行船舶等を誘導するよう指示する．なお，大型船通行や停泊不可能な場合，また，船舶通行で危険と判 
断した場合，船舶が安全に通行できるよう，泳路の変更などの調整を行い，連絡船②に指示する． 
※本部船は，定期的に全員に士気を鼓舞するために「エーイ・コーラ」の声を送り，児童全員に答えさせる．
c連絡船の任務 
連絡船① 
(1)隊列及び泳者間の距離にも留意し，全員が等間隔で泳いでいるかを確認する． 
(2)本部船との連絡を密にし，本部船から指示を受けたら速やかに行動する． 
(3)先頭の速度，方向などについて意見があったら本部船に進言する． 
(4)班の状況を把握し，不安な反や不安な泳者については，その都度，本部船に連絡する． 
(5)監視船と連絡を密にし，監視船が不安に感じている状況などについては，逐一把握しておく． 
連絡船② 
(1)隊列に進入の恐れのある通行船舶等の監視・誘導を行う． 
(2)本部船との連絡を密にし，本部船から指示を受けたら速やかに行動する．隊列への進入の恐れのある船舶等を発見
した時は，直ちに本部船へ連絡し，本部船からの指示に従い，船舶に急行し，拡声器で横断遠泳の趣旨を話し，理
解を得るとともに，隊列への接近を防ぐ． 
(3)また，安全に十分に配慮しながら隊列の泳路から遠ざけるよう通行船舶等を誘導する．なお，大型船通行や，停泊
不可能な場合，また，船舶通航で危険と判断した場合，船舶が安全に通行できるよう，泳路の変更などの調整を行
う． 
d監視船の任務 
1) 監視船の位置は，泳者から約５ｍの距離を走行し，その半から離れないように船を進める．
2) 監視員と船長の両者が一体となり，船を進める．
3) 事故者を救助するとき．
4) 泳者の中に救助の必要を認める者を発見したら，その者から目を離さない．
5) 救助者は，その泳者に船を近づけ，竹ざおを差し出すか，浮環を投げるか，その場の状態によって素早く判断し，
救助する．
6) 浮環を投げるときは，綱の一端を船に固定しておき，泳者の頭にあたらないように注意し，いったん泳者の向こ
う側に投げておいてから泳者のところまで引き寄せる．
① 救助後の措置について
(ア) 救助された者を速やかに船に引き上げ，船上に静かに横たえる．そして救助者の一人は救護船に赤旗を振っ
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て合図し，その児童の健康状態によって救護船または連絡船①にうつすかどうか救護船（医師）の指示を仰
ぐ．その間，人工呼吸の必要を認める時は，医師が来るまでの間，人工呼吸を行う． 
(イ) 船に泳者を引き上げるときは，備え付けのはしごを足場にして引き上げる．
３．本部船との連絡の方法 
a)定時の連絡は，15分おきに白旗と赤旗で本部船に連絡する．白旗は「異常なし」・赤旗は「異常あり」の連絡であ 
る． 
b)泳者を監視船に引き上げた場合，本部船に赤旗と笛で合図し，本部船は連絡船①に合図し，連絡船①が異常の内容
を確かめて，本部船に報告する． 
1)監視員は，組の泳者の名前を呼んで「元気か」，「頑張れよ」などの声をかけながら，常に元気づけること． 
2)送れる泳者については，「遅れたぞ」，「前につめなさい」などの声をかけて，後れないよう激励する． 
3)泳力のやや劣る子どもについては，常に目を向け，泳ぐ速度や疲労の度合いなどを確かめながら，声をかけて励ま 
す． 
e救護船の任務 
1)本部船から「異常あり，監視船０号に急行せよ」との指示があったら，速やかに0号に急行し，校医の診断を受け
させる． 
2)診断の結果，病院での診断を必要とするときは，速やかに本部船に連絡する． 
3)泳者の速度が落ちたために隊の中ほどを泳ぎ，それが最後尾の指導者よりも遅れそうになったら，救護船に引き上
げ，休息させる．その後，体力が回復し，再度泳がせてもよいと判断した場合は本部船に連絡し，指示を仰ぐ． 
５）大遠泳の様子 
当日の様子を，次のページでいくつか写真で紹介する． 
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写真 1 桜島での結団式 
 写真 3 周囲を連絡・監視船で見守る 
写真 2 隊列を乱さぬ大遠泳  
 写真 4 隊列を組む様子（中盤） 
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写真 5 隊列を組んで泳ぐ（終盤） 
写真 6 桜島を背景（バック）に大遠泳の風景 
写真 8 磯海岸での遠泳終了時の様子 
写真 7 磯海岸で出迎える学校関係者・保護者 
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Ⅴ．考察とまとめ 
本研究では，Ｓ小学校錦江湾横断遠泳実行委員会組織図・連絡網（フロー図）・予算案・京都大学防災研究所による
桜島の火山活動研究センターの判断等は，省略及び割愛した． 
筆者はこれまでに，児童の「生きる力」の育成に資する臨海学校の遠泳の教育効果を研究してきている３)４）．また他
の先行研究では，現代の青少年が抱える諸問題に対する一つの解決策としての，「生きる力」の育成が求められる学校
現場での実践力を目指した大学授業カリキュラムの内容を検討し，今後の養成段階に関わることを目的としたものも
ある．その結果，これまでの実施内容や体制は，日本キャンプ協会が示す内容とほぼ一致しており，指導者養成に貢
献できていた．しかしながら，大学という限られた人員と予算面などから，安全面やカリキュラムには限界があるこ
とも見えてきた．今後は，このような点も踏まえ，自然体験活動の実践力育成を目指した授業内容やカリキュラムの
構成などを検討していく必要があると述べられている 14）．大規模な学校行事ならばこそ，体育の原理である「安全」
と「効果」の両原則が問われるのだと言えよう15）16)．よって本実践は，子どもたちの「生きる力」の育成が図られる
本物の教育実践であると考えられる． 
さて，本研究の目的である1968年当時の『体育学研究』掲載の実践的研究の報告５）と，本事例を歴史社会学的に比
較して教育的意義や価値を見出してみたい． 
比較対象とした先行研究５）の臨海のねらいは「合宿という集団生活を基盤とした水泳訓練を行い，その中で『個人
の力量の高まり，集団のもつ力の偉大さ』を体験させ，意識化させ，行動化させる」ことにあり，個人の目標，集団
の質の発展の最大の目標を「集団遠泳」においている．第1は，事前指導を大切にし，生徒の主体的組織的行動を育
成する．教師集団は，その行動様式に指導，助言を加えつつ参画する．第2は，生活指導の観点から「全員参加」を
原則にしている．しかも3年間を通してである．第3は，学級，学年の枠を超えた縦割り生活班編成で，上下級生の
人間的結合を期待する．第4は，すべての子どもの水泳技術の向上の保障と安全性の最大限の確保にある．これらの
特徴は，臨海行事が，集団主義教育の系列化に組み込まれ，科学化され，系統化されており「個々の力量を高め」「仲
間の大切さ」「集団の偉大さ」を認識し，生徒たちは「きびしい生活だが，楽しくてしようがない」といった喜びとし
て，教育的価値を明確にしている． 
この度の錦江湾横断の実施では，直ねらいコースは4.2㎞，出発を9：35とし，満潮10：35であった．潮目を感じ
ると，実際には約4.5㎞強といったところだろうか．誰一人脱落する者もなく，前日の試泳の通り泳ぎ切ることがで
きた．その結果，素晴らしい成果を得たといってよい．子どもたちの文集にも，自身の力強い文字で大遠泳での成長
の記録が刻まれている17）．その意味で，この2つの教育実践の目的やねらいには大きく異なるところはないものと推
察される． 
本事例の遠泳のねらいは，Ｓ小学校錦江湾横断遠泳においては，本校の伝統的な夏の行事として，小学校・水泳同
好会・PTA・同窓会・地域などが一体的となり，児童の心身の鍛錬と遠泳を完泳するという感動のうちに，強烈な「ふ
るさと意識」を育成することを目的とし，実施されており，その見事なまでの運営・実施に際し，頭が下がる思いで
あった．これだけの行事を行うためには徹底した下準備，当日までのもう鍛錬，聞き及ぶにはまだ水慣れもしていな
い4年生もいたという．それをたった2か月余りで，錦江湾を泳ぎ切るまでに持っていくＳ小学校の水泳同好会の指
導力はいかほどだろうかと感服させられる．大きなねらいであった「ふるさと意識」も，完泳した児童の作文からし
っかりと培われていることが窺われた17）．よって，第1と第2，第3と第4のすべての視点でも，教育的価値及び特
徴は概ね合致しているものと推察される．したがって，半世紀以上も前からの臨海学校の教育的意義が，現在でも共
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通する事項として確認することができたものと考えられる．だからこそ，これだけの教育実践が続いているのだとも
推察されるのである． 
さて，熊本大学教育学部附属小学校では,例年,熊本県立あしきた青少年の家にて,5 年生児童を対象として 300m の
遠泳を中心とした臨海学校を行っている18)．その意義は,平成29年告示の『小学校学習指導要領解説特別活動編』で
も示されている．なお,この行事も,50 年以上の歴史を誇り全国でも稀にみる試みであり,遠泳を中心とした２泊３日
の臨海学校を通して,テーマである「自主,自立,鍛錬,協力」の精神を育むことを目的としている．平成30年度の臨海
学校(遠泳)について報告があるが，この分野での積み上げはまだまだ少ない(千足；2019や吉澤；2006，長谷川；2006
など)と考えられる19）20）21）． 
本研究における歴史社会学的としての総合的な考察は，広田(2006)のいう「学歴主義の風化,ポストモダン論の変質,
大胆な教育改革などの社会の変化」に反するように,教育方法学研究の現代的意義に有益な視座を与えようとしてい
ると考えられる．特に，教育の歴史社会学においては，現代社会の変化や変遷をふまえてもなお，臨海学校の教育的
価値や意義を見出すような新たな問題の立て方を必要としているものと考えられる．ここでは，明確に教育の不易が
見出されたといえよう． 
今後は，臨海分野の研究のすそ野の広がりを待たずにはいられない．特に，教員養成段階のプログラム作成に資す
る資料であるとともに，その必要性を強く主張したい．先行研究を改めて精査し，関連する研究を網羅しながら概観
していくことも必要であろう．最後に，遠泳の実施が多くの学校で実施され，夏の水辺での事故が減少するとともに，
子どもたちが数多くの自然体験や経験をされることを願ってやまない22)23)24)． 
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